










　芳雄社長が学生さんの頃、夏休みに 2、3日宇部蒲鉾にアルバ
イトに来られたことを覚えています。今日、こうしておいで下さ
り、お会いできて本当に幸せなことです。
　私は、15歳の時（1936 年）、柳屋蒲鉾店に弟子（見習い）と
して入り、そして可愛がられました。主人である元助さんの事は
皆が「大将」と呼び、とにかく別格で偉い人でした。私は「大将」
のお陰で人生勉強が出来ました。終戦後、帰還してすぐに取締役
にして頂き、常務になり、営業も 2年、それからは人事担当業
務に携わって宇部蒲鉾を 65歳で退職しましたが、今があるのも
元助大将のお陰です。黄綬褒章も受賞され大変立派な方でした。
　私が弟子入りした当時の柳屋蒲鉾店には 20人位の人たちがい
て、蒲鉾工場の 2階大広間で皆が寝食を共にしました。朝 6時
に起床し、夕方 5時ころに作業は終了していましたが、時には
7時くらいまで遅くなる事もありました。私もその日の生産が終
わった蒲鉾店の作業台で少し残しておいたスリ身で板付の練習を
しました。柳屋蒲鉾店の職人は２人だけ、あとは全部弟子で、兄
弟子が弟子に教えていました。元助さんは主人（大将）でしたが、
蒲鉾づくりの職人として蒲鉾もご自分で作られていてとてもお上
手でした。
　大将はどこでお勉強なさったか分かりませんが、「字」がとて
も上手な方でした。また、大変頭の良い人で、若いころに大将か
ら「水清ければ魚棲まず」と教わったことが今でも忘れられませ
ん。私は間違ったこと、曲がったことが嫌いでしたから、私の性
格を大将は気にかけられたのだと思います。

　今の私があるのは大将、奥さまご夫妻に育てて頂いたお陰です。
ご夫妻は親代わりであり、弟子たちが病気になれば奥様は母親代
わりに看病なさっておられました。また、一人一人の身長に合わ
せて着物を仕立ててくださいました。毎年のことですが布団の綿
を詰替えて頂き、その時にはおひとりでは無理ですので職人さん
を 2、3人雇ってでもそのようにされていました。弟子たちは皆、
本当の子供同様に良くして頂きました。
　当時、２階は３つの独立した建屋となっており、部屋も沢山あ
りました。食堂の上 2階が大将一家の住居でお父様の米蔵さん
の部屋もあり、店舗と食堂の上 2階は女性従業員の部屋で、同
じように住み込みで働いていました。
　食事は手の空いたものからでしたが、2時間くらいの間に、大
将、奥さん、子供さん、弟子、職人、全員が食堂で長テーブルに
ついて腹一杯食べていました。お風呂はいつも大将がボイラーを
炊いて湯を沸かし、弟子たちを先に全員入浴させてから最後に大
将が入られていました。
　蒲鉾工場は昭和 10 年頃から 13 年頃の設備は、大将が設立さ
れた柳屋鉄工所で製作された固定式擂潰機 5台、ミンチ 1台、
蒲鉾蒸し器 5台、焼き抜き火床 2列があり、蒲鉾を生産してい
ました。大将はとてもアイデアマンで、柳屋鉄工所での機械づく
りだけでなく、防音と土間の有効活用のためモーターを地下室に
設置したり、工場の設備を利用したアイデアが沢山ありました。
「冷凍機」と「ボイラー」はそれぞれ別の役を考えられ、冷凍機
は冷蔵庫の他に「アイスクリーム製造用に配管」されていました。

1936年、15歳で「柳屋蒲
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（祝）三浦彬秀さん
～弟子、三浦彬秀が語る「元助

今紡ぐ、85

　今から 85 年も前に当社の前身である「柳屋蒲鉾店」に入店された「三浦彬
秀さん」が昨年 12 月、100 歳を迎えられ、このたび「百寿」のお祝いに、当
社代表取締役社長  柳屋芳雄がご自宅を訪問させて頂きました。5年前とお変
わりなく元気なお姿で昔話に花が咲き、100 歳になられた今、初代のお話が 3
代目に直接伝えられました。三浦さんは 100 歳になられた今でも、15 歳で弟
子入りした師である「柳屋元助」を「大将」と呼ばれ、「大将ご夫妻」のこと
は「自分の親より本当の父・母と思っている」とお話されました。また、「今
の自分があるのは大将ご夫妻のおかげである」と、何度も感謝の意を表され、
心の奥底にあるお気持ちをお伺いすることが出来ました。100 周年記念誌には
お伺いしたお話のほんの一部しか紹介できませんでしたが、三浦さんの百寿を
祝し、ここに 85 年前からの思い出話を記し、「今紡ぐ、85 年の糸」と題して
皆様へお届けしたいと思います。

【三浦彬秀さんプロフィール】
1921 年 12 月生まれ。1936 年（昭和 11 年）、15 歳で
20 歳で出征。1946 年 25 歳で帰還、奇跡的に焼失を免
復職。1949 年 10 月 20 日、社名が宇部蒲鉾株式会社に
締役として長年業務管理をご担当され、1986 年 65 歳

17 歳の三浦さん→

▲創業者  柳屋元助と綾乃「大将ご夫妻」
1939 年（昭和 14 年）
秋芳洞までタクシーで
社員旅行。振袖を着た
ヤナギヤガールズ→
←大将出張のお土産は
必ず「小郡饅頭！」
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冷気が逃げないように予備冷蔵室も設けられていました。
　昭和 15年頃に食堂が改装された後は、臼場に３畳位の簡易冷
蔵室を作られ回転式擂潰機を入れて冷却しながらの擂潰テストが
行われていました。この当時、原料は冷却しても商品の蒲鉾は日
配食品で毎日生産されたものを食べていたため、冷蔵庫に入れる
という習慣や考えはありませんでした。また、ボイラーは蒲鉾蒸
し器 5台と風呂焚きのみならず、食堂まで配管して「スチーム
式暖房システム」を考案され、当時の柳屋食堂は画期的でした。
「柳屋食堂」は宇部で 1番大きい食堂でした。当時のデパート
の食堂でも 40人しか入りませんでしたが、柳屋食堂には 100 人
は入っていました。「山陽館」と「錦館」という 2つの映画館が
近くにあり、映画が終われば一斉に食堂に人があふれ、満員で大
盛況でした。食堂は小さいものはありましが柳屋食堂は「安くて、
多くて、美味しくて」、宇部市で 1番大きい食堂でした。うどん・
ぜんざいが「５銭」だったと思いますが、桁外れの安さでした。
当時は石炭景気で東見初や沖の山炭鉱でそれぞれ 3万人から 4
万人の人たちが働いていて宇部も賑わっていました。
　柳屋食堂にはうどんや料理を作る人はそれぞれに板前がいて
「和食が１人」、「洋食が２人」「中華が２人」いました。当時の月
給は会社員で 30 円か 40 円位でしたが、板前さんの給料は高額
の 100 円くらいだったと思います。その頃は食堂に接客係の女
性が十数人いました。指定の制服があり、当時としては最先端の
食堂だったと思います。洋風なもので皆そろっていました。この
頃は旅行にもよく出かけており、秋芳洞にはタクシー５、６台連

ねて行ったので田舎の人はビックリしていました。
　蒲鉾工場の方は、1番弟子の藤井先輩、次いで昭和 13年に谷
川先輩、久保先輩が独立され、大将はお祝いに取引先を炭鉱2カ
所残し、160件を３人に全て譲られました。昭和 14年前後位か
らは、景気の良い化学工業企業への転職などで人が減り、柳屋蒲
鉾店は食堂を主に改装され、蒲鉾工場も7名くらいになりました
が、柳屋鉄工所へも力を注がれて1番良い方向ヘ進まれたと思い
ます。昭和 16年には企業合同により、独立した先輩方 3名を含
め 8件で「宇部蒲鉾類工業組合」となり、大将が組合長に就任さ
れましたが、大将はこの時も大変なご苦労されて皆をまとめられ
ました。大将は経営者として他の人とは桁外れの人でした。
　私は昭和 17年に出征し、昭和 21年 3月に運よく生還し、職
場に復帰しましたが、戦時中、中国の「九江」のある店の中に石
臼を見かけ、入ってよく見ると「柳屋製擂潰機」でした。こんな
所にと、大変驚きました。
　大将は組合から何度か社名変更した宇部蒲鉾の代表取締役社長
となられ、戦後は全国水産練製品協会や日本水産機械工業組合の
理事、宇部市議会議員などで大変お忙しくされ、県外への出張後
にはいつも「小郡饅頭」をお土産に買って帰られていました。
　圧倒的な人格と優れた才能をお持ちだった大将は、昭和 30年
1月 31 日に宇部蒲鉾の社長職を辞任され、昭和 32 年 1月 3日
享年 58歳でご逝去されましが、私はずっとお仕事をご一緒でき
るものとばかり思っていましたので、とても悲しかったです。
　本当にお世話になりました。

▲ 100 周年記念誌より

鉾店」入店

ん百寿記念特集
助大将ご夫妻」への思い～

5年の糸
で柳屋蒲鉾店に入店。1942 年（昭和 17 年）に
免れた海岸通りの宇部練製品工業の蒲鉾工場に
に改められ同日、取締役監査役に就任。常務取
歳で退社。

大将と同じ服装で、誇らしげ！

入店 4年目、
19 歳の三浦さん。
母と慕った綾乃夫人
のすぐそばで記念撮
影。この時、大将元
助は 40 歳▼

三浦さんは、6年前の創業 100 周年記念誌制作において、誰も知らなかった様々
な昔話を昨日の出来事の如く正確に語って頂きました。
昭和15年当時の「柳屋蒲鉾店・柳屋食堂」の間取りもほぼ完璧に図に再現でき、また、
当時の大変貴重な食堂や旅行の写真もご提供頂き、様子を知ることができました。

▼柳屋食堂は都会並みの華やかな制服だった（1940 年、元助妹婿の山崎氏出征時撮影）

三浦さん 19歳 元助 40 歳

奥様
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